
避難行動要支援者名簿について

個別避難計画について

個別避難計画は、災害時に自力での避難が難し い避難行動要支援者が「 だれ」と「 どこ 」に避難し 、「 避難時や避難先で配慮が必要な

こと は何か」をあらかじ め定めておく 避難支援のための計画です。

支援し てほし い側と 支援する側が情報を共有すること で災害時だけではなく 、日頃の見守り の体制づく りを進めています。

大規模災害が発生し たとき、町や消防署・ 消防団等の防災関係機関は総力を挙げて救援活動を行います。

し かし 、大規模災害時には、救援要請の増加や交通事情の悪化等により 、防災関係機関が現場に到着するまでにかなり の時間を要

する場合も あります。

阪神・ 淡路大震災では、お隣やご近所の方々がお互いに声をかけあい、協力し 合いながら 多く の人々を救出しました。

各家庭が協力し て防災活動をすることで皆さ んが住んでいる地域の被害を最小限にすること ができます。

災害発生後、直ちに効果的な防災活動を実施するためには、平常時から 地域の協力体制などについて、検討し たり 、定期的な訓練

を実施しておく 必要があります。

あなた自身と あなたの地域を守るために自主防災組織に積極的に参加して助け合う 体制を築きましょう 。

自主防災組織と は、「 自分たちの地域は自分たちで守る」と いう 連帯意識のもと 、地域住民が自主的に防災・ 減災活動を行う 組織で

す。

平常時 災害時

災害に備えた予防対策についての取り 組みを

実践し ます。

災害によ る 被害を 最小限に食い止める 活動を

行います。

●地域の危険個所等の安全点検

●避難路・ 避難場所の確認

●地域住民に対する防災知識の普及・ 啓発

●防災資器材の整備・ 点検

●災害時要援護者の把握

●防災訓練

●避難誘導　 　 　 　 　 　 　 ●給水・ 給食

●初期消火　 　 　 　 　 　 　 ●避難所の運営

●救出・ 救護　 　 　 　 　 　 ●地域の巡回など

●情報の収集・ 伝達
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避難行動判定フ ロー（ あなたがと るべき避難行動は？）

風水害から 身を 守るための避難行動
大雨や台風は、震災と 異なり 、接近時期や規模を事前にある程度予測すること ができます。日頃から 自宅や学校・ 職場などの生活

環境にどのよう な災害リスクがあるか、防災マッ プなどで確認し 、いざ大雨や台風が迫ってきた場合は、早めに避難行動をと れるよ

う にしましょう 。

浸水想定 0 .5 m 以上に該当し ている

自宅に 2 階以上などの避難できる場所がある

避難に時間を要する人（ 高齢者、
障がい者、乳幼児など）がいる

スタ ート  ! !   まずは防災マッ プを 確認

自宅の 2 階以上まで浸水する可能性があります。

警戒レベル 3 高齢者等避難
が発令さ れたら自宅外へ避難しましょう 。

＜避難先＞
● 指定避難場所
● 安全な親戚・
　  知人宅
● 安全なホテル・
　  旅館

水平避難

自宅の 2 階以上まで浸水す

る可能性があります。

警戒レベル 4 避難指示
が発令さ れたら 自宅外へ避

難しましょう 。

＜避難先＞
● 指定避難場所
● 安全な親戚・ 知人宅
● 安全なホテル・ 旅館

水平避難

被害想定で安全な 地域に

住んで いる 方は必ずし も

自宅外へ避難する 必要は

ありません。

ただし 、 気象庁や町からの

情報を確認し 必要に応じ て

避難してく ださ い。

※万が一の事態に備え、 非

常持出品や備蓄品など

の確認をしましょう 。

屋内待機

自宅が 2 階建て以下で浸水想定が 3ｍ 以上、もしく は家屋倒壊等氾濫想定区域・ 土砂災害（ 特別）警戒区域に該当し ている

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
はい

はい

はい

はい

自宅が浸水する可能性があります。

浸水し ない階（ 2 階以上）に避難しましょう 。

※浸水する 危険が

高まる前に、 非常

持出品や備蓄品、

重要書類や家財、

家電製品な ど を

上階に移動さ せま

しょう 。

垂直避難

垂
直
避
難

水平避難
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